
 

（１） 実は、「最短距離」は「反射」の問題と同じで、 

「鏡の向こう側」を作図することで解決します。 

〈図１〉は必要に応じて「向こう側」を作ったものです。 

相似を利用して、各数値を求めます。 
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〈図２〉は、求めた数値を元に、図形に長さ（cm）を 

書き込んだものです。 

〈図２〉より、求める長さは 

( ) 1351230EH =+−= （cm） …（答） 

 

 

 

 

 

（２） FI：IG と FJ：JGをそれぞれ求めます。 

i） FI：IGを求める。 

〈図３〉は必要な線と数値を入れたものです。 

FI:IGは三角形 EFD と三角形 GEDの 

面積比に等しいので、２つの三角形の面積が 

三角形 ABCの何倍かを調べると、結果は 

以下のようになります。 
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     = 35：27 …① 

ii） FJ：JGを求める。 

〈図４〉も〈図３〉と同様です。 

JGFJ：  =△HFC：△GHC 
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     = 25：6 …② 

①と②から 

 
JGIJFI ：：  = 35：(50-35)：12 

       = 35：15：12 …（答） 
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     ★今週の１題★   平面図形   ～解説～ 
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〈図１〉
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